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2 本研修のねらい①

目標管理を機能させるための、方針の策定方法・展開方法について学びます。方針策定に

最低限盛り込んでほしい要点や、お互いの解釈の違いを埋める方針展開の方法をお伝えし

ます。

本研修のねらい

習得してほしいマネジメントスキルの全体像

良いマネジャーになるためには、時間配分を意識することが大切です。自分⇔他者軸、現在⇔未来

軸で、下記のような時間配分が実現できるようにスキルを学んでいきます。今回は、将来を描く・創

るスキルのレベルアップを目指します。

研修の構成

内容

動画学習

1．捉え方の交換の大切さ

2．方針とは何か

3．方針策定の要点

4．方針の展開

研修

1．チェックイン

2．全社方針の策定と展開

3．部門方針の策定と展開

事後課題
1．事後課題

2．研修のまとめ
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9 方針策定の要点①

現場における時間の再配分＝現場が動きやすい方針の作り方について学びます。また、方

針に必要な要素を解説します。

「悪い方針」と「良い方針」の見極め方

悪い方針と良い方針の違いは何でしょうか？悪い方針と良い方針を具体的に見分けるため

には、どのような点に注意すればよいのでしょうか？

【悪い方針の事例】

× 営業力を強化する ・コストを削減する・新規ビジネスを創造する

× 顧客ニーズと収益性を加味した新商品開発をする

× 業界№1のお客様サービスを提供する

【良い方針の事例】

○ 国内の営業力のリソースをベトナムとインドネシアに集中する

○ 健康食品改良は遅らせてでも、アンチエイジング食品を優先的に開発する

○ 既存事業は衰退するので、介護事業に人的資源を配分をする

【「悪い方針」と「良い方針」を見分ける方法】

① 悪い方針は、 の表現が成り立ちません。

例えば、「営業力を強化する」の裏返しは、「営業力を弱体化させる」という表現がなりたちま

せん。つまり、悪い方針は、絞り込み（選択と集中）がされていません。

② 良い方針は、 の指針になっています。

③ 良い方針は、 になっています。仮説なので、あたりが外れることが

あります。
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11 方針の展開

戦略を現場に浸透させるためには、方針書を使って展開します。しかし、捉え方の確認を

せず、方針を展開すると、人によって捉え方に違いが出てきてしまいます。それぞれの解

釈が異なったままにならないように方針展開の方法を学びます。

「分かったふり」の方針展開

下記のような方針展開をしてしまうと、上位方針が誤って部下に伝わってしまいます。時間をかけ

て方針を策定しても、現場に意図が伝わらない、現場に異なる解釈で伝わり、違った実行がなされる

リスクがあります。

解釈の違いを埋めることができる方針展開

方針展開の際には、しっかり方針展開の場の設計をしましょう。

経営層と部長層の対話の場は、経営層と連携が必要な部長層が集まり、方針について意見交換をす

る場を設計します。会社のあるべき姿を共有し、経営層と部長層の認識の違いを埋めたり、重点課題

の共有を行ったりして、部長層同士連携を深めます。

部長層・課長層の対話の場は、部長層と課長層が集まり、方針について意見交換・情報交換する場

を設計します。部長層は、展開の浸透だけでなく、現場の状況や課長層からのアイデアを拾うことに

も気を配りましょう。この場では、やらないことを決めることもおすすめです。SA
M
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14 全社方針の策定と展開①

全社方針から部門方針を展開するプロセスにおいて、どの階層が戦略を策定するのかを検

討します。また、捉え方の交換ができるフレームワークを紹介します。ぜひ、経営層と部

長層で捉え方の交換の場を導入してみてください。

戦略は誰が策定するのか

どの階層で戦略を策定した方が良いかは会社の業態によって異なります。どの階層が戦略を策定す

るのかが曖昧なまま方針展開することがないように、戦略を策定する階層を決定しておくことが大切

です。

階層 解説 業態例

経営層

経営企画部門

戦略の実行に多額のコストがかかる業態であり、

戦略的意思決定が非常に重要な業態
製造業・通信業・金融保険業 など

部長・課長・

店長クラス

戦略の実行に比較的コストがかからない業態で、

ミドル層に戦略的意思決定が任される業態

卸小売業・飲食業・運輸業・

不動産業・サービス業 など

一般社員
現場の営業マンがお客様のニーズを収集して、

商品開発・製造する業態
多品種少量生産の製造業 など

「全社方針」「部門方針｣ 「部署方針」（※）を分析して、「数値目標｣ 「戦略｣ 「重点

課題」の「記載がある」「記載がない」かの判別（〇×の記入）をしてください。
※）全社方針・部門方針・部署方針は各社の表現に変換してください。

方針 定義 全社方針 部門方針 部署方針

数値目標
売上高・利益額などの、到達すべきゴー

ルの高さを示したもの。

戦略
新しいお客様・新しい商品／サービスを

明らかにしたもの。

重点課題
ありたい姿の実現に向けて、解決すべき

課題を明示したもの。

方針に戦略や重点課題の記載がない場合は、どの階層で戦略や重点課題を構想した方がよ

いと思いますか、●を記入してください。

【MEMO】

上記の演習に対して、①考え方を統一したいこと ②新しく導入したいこと ③これまで

の慣習で廃止したいことを共有してください。
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部門方針の策定と展開①

部門方針を策定するためのフレームワークを紹介します。また、部門方針を展開するため

の場の設計も行いますので、皆さんとメンバーで部署方針を展開するミーティングの場を

導入してみてください。

部門方針で明確化すること

今期の重点課題の進捗の振り返りと、来期の時間という経営資源の再配分ができる方針を考えます。

【振り返りの方法】

優先順位の高い重点課題(Aと表現します)の進捗を整理します。本人評価のあとで、上司が評価を

行ってください。

【来期の方針の策定】

A+ ： 今期を振り返って、やり残した・さらに改善したい重点課題

B ： 来期の全社方針として、戦略として掲げられた重点課題

A－ ： A+・Bの実行のために、やめる業務・効率化する業務（A+とBの合計時間がA－になる）

※ 方針・計画名は、各会社の呼び方に基づいて、表現を変更してください。

今期の振り返りと、来期の部門方針を下記の切り口で考えてみてください。

【今期の振り返り】

優先度 目標項目（何を） 達成基準（どこまで） 本人評価 上司評価

1

2

3

評価は達成基準に基づいて〇×

【来期の部門方針】

記号 解説 目標項目（何を） 達成基準（どこまで） 優先順位

A＋ 今期の重点課題の改善
1.

2.

1.

2.

（ ）

（ ）

B 戦略的な重点課題
1.

2.

1.

2.

（ ）

（ ）

A－
業務の削減
業務の効率化

1.

2.

1.

2.

（ ）

（ ）

優先順位は番号を入れる
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社内研修支援サービス

研修素材をデータで提供。テキストや

スライドを編集加工して利用可能

スライドもテキストも
研修素材をデータで提供1

対話型研修を実施できる研修素材をデータで提供します

新入社員から管理職向けまで、30種類

以上の研修コンテンツをご用意

新人から管理職向けまで
豊富な研修コンテンツ2

講師マニュアル付き。講師の力量や経

験に左右されずに、安定的な効果を創

出できる対話型研修が可能

経験の浅い講師でも
効果的な研修が可能に3

┃研修コンテンツ

※コンテンツによって含まれる内容が異なります。

※その他付属資料,動画マニュアルは付属しないコンテンツもあります。

┃価格（税抜）

研修素材データ販売

101 給料と評価の基礎知識

102 ビジネスマナー

104 コミュニケーション（職場の人間関係を築く編）

105 コンプライアンス（法令遵守・ビジネスモラル編）

106 コミュニケーション（仕事の受け方・報連相編）

107 仕事の進め方（優先順位・PDCA編）

109 新入社員スキル定着研修（体験学習・主体性発揮編）

111 自分を守るメンタルヘルス（基礎知識・自己管理編）

112 新入社員フォローアップ（振り返り・マインドリセット編）

113 新入社員・若手社員の心の成長研修

201 OJT（後輩育成編）

202 ティーチング＆コーチング（後輩指導編）

203 プレゼンテーション（わかりやすい資料作成編）

204 被評価者研修（セルフマネジメント編）

206 プレゼンテーション（伝え方の技術編）

207 ファシリテーション（意見の引き出し・合意形成編）

210 ロジカルシンキング（基礎編）

301 若手社員研修（段取り力・コミュニケーション編）

303 リーダー研修（意思決定力強化編）

304 若手社員フォローアップ（レジリエンス強化編）

若手社員向け

新入社員向け

2024-02-05版

１コンテンツ １０万円

• 受講者用テキスト（PowerPoint）

• 講師用スライド（PowerPoint）

• 講師用マニュアル（PDF）

• その他付属資料（Word, Excel, PowerPoint等）

• 動画マニュアル（PDF）※動画対応コンテンツのみ

┃パッケージ内容

サンプルテキスト閲覧のお申し込み
https://www.growthen.co.jp/sample/

購入のお申し込み
https://www.growthen.co.jp/order/

お問い合わせ
https://www.growthen.co.jp/inquiry/

┃お問い合わせ

205 ロジカルシンキング（論理的思考・フレームワーク編）

208 財務会計基礎（財務諸表・PL編）

209 財務会計基礎（BS・CF編）

213 生産性の高い会議の進め方

216 企業経営論（基礎編）

302 中核社員研修（PDCA・組織コミュニケーション編）

401 労務管理（基礎知識・働き方改革対応編）

402 評価者研修（目標設定編）

403 評価者研修（評価・フィードバック編）

404 部下・職場を守るメンタルヘルス（メンタルヘルスマネジメント編)

405 パワハラ・セクハラ（基礎知識・パワハラ防止法と対策編)

406 コンプライアンス（コンプライアンスマネジメント編）

407 マネジメント（組織マネジメント編）

409 マネジメント（方針策定・イノベーション編）

411 目標管理マニュアル

412 評価者研修（目標設定・評価フィードバック統合編）

420 マネジメント（方針策定・展開編）

423 マネジメント（PDCAサイクル編）

中堅社員向け

管理職向け

https://www.growthen.co.jp/sample/
https://www.growthen.co.jp/order/
https://www.growthen.co.jp/inquiry/



